
決算額 321 百万円

延べ事業数 48 件

決算額 1,810 百万円

延べ事業数 109 件

決算額 48 百万円

延べ事業数 23 件

決算額 704 百万円

延べ事業数 27 件

決算額 214 百万円

延べ事業数 16件

方針区分 決算額※1・延べ事業数※2 主な事業 達成状況 R４以降の目指す姿

施策方針３

県民のＱＯＬ（人生
の豊かさ）の向上

施策方針２

観光振興を通じた
県内経済活性化

施策方針１

スポーツによる
地域振興

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興

県
内
経
済
の
持
続
的
発
展

県
民
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上

• 聖火リレー開催費補助金

• 自転車競技ロードレース推進事業費補
助金

• 交流等支援事業費補助金 ほか

• 食を通じた文化理解促進事業費

• 多文化共生コーディネーター設置費

• 障害者交流活動推進事業費 ほか

• 障害者スポーツ用具貸出整備事業費

• 新しいスポーツによるスポーツ参加推
進事業費補助金

• 子どもの体力向上推進事業費 ほか

• 「Cave de ワイン県やまなし」運営事業
費

• 農畜水産物ブランド強化プロモーション
事業費

• 県内観光産業反転攻勢支援事業費
ほか

• 清里の森誘客促進施設整備事業費

• コーポレートブランド「やまなし」推進事
業費

• ハラール対応推進事業費 ほか

• サイクル王国やまなし推進事業費

• 山梨県ホストタウン等新型コロナウイル
ス感染症対策基金事業費

• 競技力向上事業費 ほか

共生社会

（障害・多文化）
の形成

スポーツ関連
事業の集積

観光消費額の
増加・
県産品
販路拡大

大会会場地及び合宿地
として本県の認知度や
ステイタスの向上

国内外の観光客の取り
込み及び県産品の認知

度向上

スポーツ参加の機会拡
大による健康増進及び
多様性への理解促進

「東京2020 カウントダウン・アクション」に係る取り組み（令和元年度～３年度）の実績について

決算額 911 百万円

延べ事業数 63 件

• 感染対策に細心の注意を払う中で公道での聖火

リレーを実施し、パラ聖火も富士山での採火を行う

など、成功を収めた

• オリンピック本大会自転車ロードレース会場となっ

たことにより、認知度が向上した（ロードレース

コースを活用したサイクルイベントを実施予

定、山中湖村にサイクリングチームが発足等）

• 県内で事前合宿を行った選手らの活躍により、合

宿地としてのステイタスが向上した（既に６市町村

で、国内外チームの強化合宿等を実施予定）

• 新型コロナウイルスの感染拡大により、観光プロ

モーション事業等が中止されるなど観光客の取り

込みに大きな影響を与えた

• ワインや農作物、県産木材など、県産品のPRを積

極的に行い、県産品の販路拡大を進めた

• ハラール対応等に取り組み、海外からの観光客

の受け入れ体制を整えた

• 新型コロナウイルス感染拡大の影響により全国障

害者スポーツ大会などが中止となり、スポーツへ

の参加機会が減少した

• パラリンピックを通じパラ競技等への関心が高まり、

共生社会への理解促進に繋がった

• ホストタウン相手国の食を通じた異文化への興味

関心を促す等により多様性への理解促進に繋

がった

大会成功に向けた支
援

スポーツ拠点の形成

観光客と観光消費の
拡大促進

本県魅力の磨き上げ

スポーツを通じた健康
増進

多様性への理解促進

※1 決算額： 「①令和元年度の決算額」＋「②令和２年度の決算額」＋「③令和３年度当初＋令和３年６月補正の執行見込額」

※2 延べ事業数：令和元年度～令和３年度の合計事業数

資料１


